












要約:児童虐待のハイリスク因子としての「望まぬ妊娠・出産」が、褥婦の児に対する感

情や母性意識との関連でどのように捉えることができるか、また虐待予防としての対児感

情や母性意識の育成は、どのようにしたらよいかについて検討した。望まぬ妊娠・出産に

ついての質問紙への褥婦の回答と、対児感情との関係を分析したところ、望まぬ妊娠・出

産をした褥婦は児に対する愛着的な接近感情は低く、伝統的な母親役割を肯定する母性意

識(母性理念)の低い傾向が明らかにされた。このことから妊娠期において対児感情や母性

理念を育成することの重要性が示唆された。


